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記
念
の
行
事
も
に
ぎ
や
か
に

　
第
二
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
埼
玉
大
会
は
、
十
月
七
日
午
前
九
時
半
よ
り
、
埼
玉
県
浦

和
市
の
埼
玉
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
元
埼
玉
県
仏
教
会
の
努
力
に
よ
り
、
す
っ
か

り
準
備
は
整
っ
て
大
会
を
待
つ
ば
か
り
の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
大
会
の
盛
り
上
げ
と

し
て
墨
蹟
展
や
地
区
仏
教
徒
大
会
な
ど
が
記
念
の
行
事
と
て
行
な
わ
れ
、
い
ず
れ
も
盛
況
で
し

た
。
多
数
仏
教
徒
が
参
加
さ
れ
ん
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

叡
智
の
結
集
を
望
む

埼
玉
県
仏
会
長
　
大
島
　
見
道

　
私
た
ち
は
、

全
一
仏
教
の
立

場
か
ら
、
常
に

大
同
団
結
、
仏

教
精
神
の
昂

揚
、
教
化
の
拡

充
、
福
祉
社
会

の
建
設
、
国
際
親
善
の
推
進
を
目
標
と
し
て
、

今
日
ま
で
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
第
2
5
回
全

面
会
議
埼
玉
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
仏
教
を

現
代
に
生
か
そ
う
一
い
の
ち
を
大
切
に
一
」
で

あ
り
ま
す
。

　
現
代
、
私
た
ち
が
当
面
し
て
い
る
問
題
は
、

世
相
の
混
乱
、
人
心
の
荒
廃
、
人
命
軽
視
、
環

境
破
壊
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
な
く
、
こ
れ
ら

人
心
の
不
安
に
対
し
て
、
二
千
五
百
年
前
、
釈

尊
の
説
か
れ
た
「
み
教
え
」
を
、
い
か
に
生
か

し
て
対
処
す
べ
き
か
。
こ
れ
が
本
大
会
の
重
要

課
題
と
存
じ
ま
す
。

　
ね
が
わ
く
は
、
大
会
に
お
い
て
結
集
せ
ら
れ

た
る
諸
賢
の
叡
智
を
も
っ
て
、
仏
教
活
動
の
あ

り
方
を
示
し
、
社
会
生
活
の
一
大
指
針
た
ら
し

め
ら
れ
ん
こ
と
を
、
切
願
し
て
む
あ
い
さ
っ
と

い
た
し
ま
す
。

盛
会
の
”
墨
蹟
展
”

埼
玉
大
会
の
記
念
事
業
と
し
て
企
画
さ
れ
た

「
現
代
名
僧
墨
蹟
展
」
は
大
会
に
先
立
っ
て
、
．

九
月
十
五
日
よ
り
二
十
日
ま
で

の
六
日
間
、
大
宮
高
島
屋
に
お

い
て
各
宗
派
管
長
・
宗
務
総
長

な
ど
に
揮
毫
い
た
だ
き
、
半
折

・
色
紙
な
ど
六
百
点
が
展
示
さ

れ
た
。十
五
日
の
オ
ー
プ
ン
式
典
は

秦
朋
友
大
宮
市
長
の
テ
ー
プ
・
カ
ッ
ト
で
は
じ

ま
り
、
別
所
弘
因
宗
務
総
長
（
智
山
派
）
、
岩

堀
至
道
事
務
総
長
（
全
本
協
）
ら
来
賓
出
席
の

中
で
、
大
島
見
道
埼
玉
県
仏
会
長
、
大
宮
市

長
、
高
島
屋
店
長
が
挨
拶
し
た
。
そ
の
後
二
十

日
ま
で
「
仏
心
の
世
界
」
が
広
が
る
会
場
に
、

多
数
の
人
々
が
足
を
は
こ
ん
だ
。

　
会
場
で
二
つ
の
展
覧
会

　
仏
教
幼
児
画
展
　
十
月
五
日
よ
り
大
会
日
の

七
日
ま
で
埼
玉
会
館
に
て
、
か
わ
い
い
子
供
た

ち
の
絵
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　
文
書
伝
道
資
料
展
　
宗
派
、
県
仏
、
団
体
や

地
域
仏
教
会
、
各
寺
院
に
お
い
て
発
行
す
る
会

報
、
時
報
、
ハ
ガ
キ
伝
道
な
ど
の
文
書
伝
道
の

力
作
を
、
大
会
当
日
の
十
月
七
日
に
埼
玉
会
館

に
て
展
示
い
た
し
ま
す
。
布
教
の
一
助
と
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

各
流
讃
仏
歌
奉
詠
大
会

埼
玉
県
仏
教
会
で
は
埼
玉
大
会
を
記
念
し
て

「
第
二
十
九
回
各
流
讃
仏
歌
題
詠
大
会
」
を
、

・
－
㌔
「
．
『

九
月
八
日
午
前
十
時
よ
り
、
大
宮
市
の
商
工
会

館
ホ
ー
ル
で
開
催
、
八
百
名
が
参
加
し
た
。

　
大
会
は
仏
教
徒
和
讃
、
観
音
讃
仰
和
讃
の
あ

と
団
体
四
壁
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
法
要
の
あ
と

真
言
宗
智
山
派
・
別
所
弘
因
宗
務
総
長
が
記
念

法
話
し
、
各
流
模
範
奉
詠
が
あ
っ
て
閉
会
。

北
埼
地
区
仏
教
徒
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
若
林
隆
光
先
生
が
講
演

　
埼
玉
県
仏
教
会
は
、
加
須
、
羽
生
、
行
田
の

三
支
部
の
協
賛
を
得
て
、
埼
玉
大
会
の
記
念
と

し
て
「
北
埼
地
区
仏
教
徒
大
会
」
を
、
九
月
三

日
午
後
一
時
半
よ
り
、
行
田
市
中
央
公
民
館
ホ

ー
ル
で
開
催
し
た
。
埼
玉
県
仏
・
大
島
会
長
の

挨
拶
の
あ
と
記
念
講
演
と
し
て
二
野
学
舎
大
学

・
若
林
隆
光
先
生
（
全
野
文
化
専
門
委
員
）
が

「
仏
教
徒
の
生
き
方
」
と
題
し
講
演
さ
れ
た
。

東
部
で
も
地
区
大
会

　
　
　
　
　
　
記
念
講
演
は
金
岡
秀
友
先
生

　
埼
玉
東
部
地
区
仏
教
徒
大
会
は
、
埼
玉
県
仏

教
会
の
杉
戸
、
加
須
、
越
谷
、
久
喜
、
草
加
、

春
日
部
な
ど
十
九
支
部
が
参
加
し
、
七
月
五
日

午
後
一
時
よ
り
、
岩
槻
市
の
坂
東
観
音
十
二
番

札
所
・
慈
恩
寺
に
四
百
入
が
参
集
し
て
開
催
さ

れ
た
。

　
第
一
部
で
は
大
島
会
長
が
挨
拶
の
あ
と
、
柳

事
務
局
長
が
大
会
趣
旨
説
明
し
、
第
二
十
五
回

埼
玉
大
会
へ
の
協
力
を
要
請
し
た
。
第
二
部
で

は
県
内
檀
信
徒
二
名
が
「
私
の
仏
教
観
」
と
題

し
て
信
仰
体
験
を
発
表
、
第
三
部
の
記
念
講
演

は
金
岡
秀
友
教
授
（
東
洋
大
）
が
、
仏
教
徒
の

実
践
は
六
波
羅
蜜
に
あ
る
と
熱
弁
を
ふ
る
わ
れ

参
会
者
に
人
生
の
指
針
を
あ
た
え
た
。
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外
国
か
ら
の
申
し
込
み
状
況

　
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F
B
）
日

本
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
W
F
B
本
部
よ
リ

プ
ー
ン
殿
下
名
の
会
長
告
示
が
、
世
界
各
国
の

加
盟
地
域
セ
ン
タ
ー
に
発
送
さ
れ
た
の
で
、
こ

れ
に
も
と
づ
き
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
全
て
の

地
域
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
代
財
団
（
正
式
代
表

二
名
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
三
重
）
を
送
る
よ
う
正

式
招
待
状
を
出
し
て
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
な

お
非
公
式
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
参
加
も
あ
わ
せ
て

要
請
す
る
一
方
、
海
外
真
教
の
日
系
仏
教
団
体

に
対
し
て
も
、
日
本
大
会
に
参
加
を
勧
め
る
招

待
状
を
発
送
し
た
。
現
在
、
代
表
団
派
遺
の
希

望
申
込
み
が
続
々
よ
せ
ら
れ
渉
外
部
で
と
り
ま

と
め
て
お
り
、
こ
の
申
込
み
に
よ
り
、
こ
の
あ

と
参
加
地
域
セ
ン
タ
ー
に
参
加
者
数
、
代
表
名

と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
名
、
住
所
な
ど
の
手
続
き
を

と
れ
る
よ
う
書
類
を
発
送
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　
九
月
二
十
日
現
在
の
大
会
参
加
申
込
み
の
セ

ン
タ
ー
は
、
ビ
ル
マ
・
マ
ン
ダ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

フ
ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
、
香
港
仏
教
連
合
会
、
イ

ン
ド
・
ベ
ン
ガ
ル
セ
ン
タ
ー
、
マ
レ
ー
シ
ア
・

セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
韓
国
・
曹
渓
宗
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
、
ス
エ
ー
デ
ン
・
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

セ
ン
タ
ー
、
タ
イ
・
青
年
セ
ン
タ
ー
、
ア
メ
リ

カ
・
米
国
仏
教
団
、
ソ
連
セ
ン
タ
ー
、
モ
ン
ゴ

ル
・
モ
ン
ゴ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
二
十
八
地
域

セ
ン
タ
ー
か
ら
返
事
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
参

加
申
込
人
数
は
百
五
十
名
。

勧
募
第
三
委
員
会
開
く

特
別
寺
院
選
定
な
ど
協
議

　
勧
募
第
三
委
員
会
（
小
林
忍
戒
委
員
長
）
は

九
月
九
日
午
後
一
時
よ
り
、
京
都
・
和
順
会
館

に
お
い
て
、
八
名
の
委
員
が
出
席
し
て
開
催
さ

れ
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
①
関
西
府
県
鑑
別
寺
院
選
定
に
つ
い
て

　
前
会
議
（
六
月
二
十
三
日
）
に
お
い
て
、
当

該
府
県
仏
に
、
特
別
寺
院
の
選
定
と
勧
募
委
員

の
増
員
の
依
頼
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
依

頼
書
を
送
付
し
た
が
回
答
が
少
な
い
。
委
員
会

と
し
て
の
選
定
は
む
ず
か
し
い
の
で
、
府
県
仏

の
会
長
・
事
務
局
長
等
に
O
参
集
願
い
、
当
委

員
会
を
事
務
局
と
合
同
会
議
を
も
っ
て
検
討
協

議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
②
関
西
府
県
別
勧
募
額
割
当
額
に
つ
い
て

　
原
則
と
し
て
府
県
仏
会
員
数
の
按
分
比
例
に

て
割
当
て
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
府
県
仏
会

員
数
の
現
況
の
把
握
が
出
来
な
い
の
で
、
府
県

仏
の
会
員
数
一
覧
を
事
務
局
に
て
作
製
し
各
委

員
に
送
付
す
る
こ
と
が
依
頼
さ
れ
た
。

　
③
そ
の
他
　
大
き
な
事
業
を
行
う
の
で
、
種

々
組
織
間
の
連
絡
提
携
を
密
に
す
る
よ
う
と
の

注
意
が
あ
っ
た
。

各
都
県
の
努
力
目
標
額

　　

@　

@　

@　

謌
黶
A
第
二
勧
募
委
で
協
議

　
勧
募
委
員
会
は
九
月
十
三
日
午
後
二
時
よ
り

第
一
（
久
保
埜
委
員
長
）
、
第
二
（
郡
司
委
員

長
）
合
同
で
開
催
さ
れ
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
た
。

　
①
勧
募
目
標
に
つ
い
て

　
種
々
の
考
え
方
が
あ
る
が
、
予
算
以
上
の
目

標
を
設
定
し
な
い
と
危
険
が
あ
る
の
で
、
当
委

員
会
と
し
て
は
努
力
目
標
と
し
て
、
次
の
通
り

了
承
さ
れ
た
。

　
東
日
本
勧
募
努
力
目
標
額
（
猜
別
寺
院
協
賛

金
を
含
む
）
i
三
重
・
福
井
以
東
一

　
東
京
（
三
千
万
）
　
神
奈
川
、
北
海
道
（
以

上
一
千
万
）
　
埼
玉
、
千
葉
（
以
上
五
百
万
）

長
野
、
静
岡
（
以
上
三
百
万
）
　
栃
木
、
山
梨

茨
城
、
群
馬
、
新
潟
、
青
森
、
山
形
、
岩
手
、

愛
知
、
三
重
、
岐
阜
、
福
井
、
石
川
、
富
山
、

秋
田
、
福
島
、
宮
城
（
以
上
二
百
万
）

　
②
勧
募
実
動
に
つ
い
て

　
目
標
額
を
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、
三
都
道
県
仏
と

折
衝
の
上
n
納
得
の
上
で
最
上
の
方
法
を
も
つ

て
行
動
す
る
。

　
③
記
念
品
に
つ
い
て

　
前
回
の
委
員
会
で
了
承
さ
れ
て
い
る
区
分
に

一
～
五
万
（
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
程
度
）
、
二
十
～

五
十
万
（
香
盆
か
黄
金
菩
提
）
、
五
十
万
以
上

（
金
色
宝
塔
）
を
加
え
る
。
ま
た
記
念
品
の
作

成
は
事
務
局
が
全
体
の
進
行
状
況
を
計
っ
て
行

う
。

三
つ
の
項
目
話
し
合
い

　
　
　
　
　
副
委
員
長
会
議
開
く
・

　
八
月
三
十
一
日
午
後
二
時
よ
り
、
全
日
仏
会

議
室
に
お
い
て
、
副
委
員
長
会
議
が
開
か
れ
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

　
◎
各
委
員
会
の
委
員
長
会
議
に
つ
い
て
、
大

会
準
備
を
よ
り
円
滑
に
す
る
た
め
、
少
な
く
と

も
毎
月
一
度
は
委
員
長
会
議
を
開
催
す
べ
き
で

あ
る
と
の
意
見
が
だ
さ
れ
た
。

　
◎
報
道
関
係
に
発
表
す
る
件
報
道
関
係
等

へ
発
表
す
る
場
合
は
、
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
を
お

き
発
表
す
べ
き
で
あ
る
。

　
◎
そ
の
他
　
歓
迎
大
会
場
に
つ
い
て
、
歓
迎

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い

て
な
ど
細
目
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
σ

接
待
・
会
議
委
員
会

　
接
待
（
板
橋
委
員
長
）
・
会
議
（
金
岡
委
員

長
）
合
同
委
員
会
は
、
九
月
十
日
午
前
十
時
よ

り
全
日
仏
会
議
室
で
開
か
れ
、
旅
行
業
社
・
会

議
会
社
の
見
積
り
書
な
ど
の
検
討
し
た
が
、
渉

外
部
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
の
で
、
よ
り
検
討

を
重
や
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
会
議
の
方
は

会
議
の
も
ち
方
な
ど
細
目
に
わ
た
る
た
め
、
小

委
員
会
で
概
要
を
練
る
こ
と
と
な
っ
た
。

』3一
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研究事項、■三点にしぼって討議

写真上は開かれた文化会議下は
あいさつする宮本議長

全
日
本
仏
教
会
（
全
日
仏
）
と
国
際
仏
教
交

流
セ
ン
タ
ー
（
I
B
E
C
）
主
催
に
よ
る
「
第

十
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
」
は
、
八
月
二
十
五

日
午
前
十
時
よ
り
、
東
京
・
芝
の
東
京
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
（
ソ
ー
ト
ー
ビ
ル
）
を
会
場
に
、
仏

教
学
者
・
宗
派
教
化
担
当
者
な
ど
二
十
六
名
、

主
催
の
全
日
仏
・
I
B
E
C
よ
り
二
十
名
、
後

援
の
読
売
新
聞
社
な
ど
報
道
四
谷
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
た
。
　
　
　
　
’

　
こ
の
文
化
会
議
は
昭
和
四
十
三
年
の
第
一
回

以
来
、
「
ア
ジ
ア
開
発
と
仏
教
」
「
生
命
科
学

と
仏
教
」
「
人
類
の
未
来
と
仏
教
」
の
テ
「
マ

購螺三　
　
　
織

難
．
難
、

躍
聾
響

辮 擁
．

黙

に
つ
い
て
、
活
発
な
討
議
を
重
ね
て
き
た
。
本

年
は
第
十
回
目
を
迎
え
、
総
括
的
な
討
議
と
明

年
秋
に
開
催
さ
れ
る
「
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本

大
会
」
へ
む
け
て
の
提
言
を
含
め
、
テ
ー
マ
に

『
仏
教
徒
は
現
代
に
何
を
な
す
べ
き
か
』
を
と

り
あ
げ
、
研
究
事
項
は
　
①
仏
教
徒
の
指
向
す

る
未
来
社
会
、
②
世
界
仏
教
徒
の
連
絡
と
提
携

の
強
化
策
、
③
ア
ジ
ア
の
現
況
と
仏
教
徒
の
使

命
、
の
三
点
に
し
ぼ
っ
て
討
議
し
た
。

　
開
会
は
全
日
仏
・
芳
賀
達
宗
常
務
理
事
と
I

B
E
C
・
岡
三
輝
勝
理
事
長
が
主
催
者
を
代
表

し
て
挨
拶
、
つ
づ
い
て
文
化
会
議
・
宮
本
正
尊

議
長
が
「
表
面
的
言
辞
で
な
く
、
実
践
す
る
方

途
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
挨
拶
。

　
　
仏
教
徒
の
指
向
す
る
未
来
社
会

　
こ
の
あ
と
同
会
議
・
真
渓
義
貫
運
営
委
員
を

司
会
に
①
「
仏
教
徒
の
指
向
す
る
未
来
社
会
」

へ

か
ら
討
議
に
入
り
、
「
日
本
大
会
を
機
に
“
世

界
仏
教
徒
憲
章
”
の
よ
う
な
も
の
を
作
り
、
具

体
的
な
行
動
で
世
界
に
発
言
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
」
・
「
日
本
仏
教
徒
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
と
る
べ
き
だ
」
・
「
交
換
留
学
生
に
つ
い
て

も
っ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
」
な
ど
を
含
め
、

昨
年
ま
で
の
「
人
類
の
未
来
と
仏
教
」
の
総
合

的
な
話
し
合
い
と
な
っ
た
。

　
　
世
界
仏
教
徒
の
連
絡
と
提
携
の
強
化
策

　
つ
づ
い
て
、
②
「
世
界
仏
教
徒
の
連
絡
と
提

携
の
強
化
策
」
の
事
項
に
移
り
、
「
日
本
仏
教

の
国
際
化
の
た
め
に
積
極
的
に
伝
道
す
べ
く
欧

州
に
も
目
を
む
け
る
べ
き
だ
」
・
「
南
方
仏
教

国
で
の
欧
米
諸
国
で
活
発
に
伝
道
す
る
姿
は
み

な
ら
う
べ
き
だ
」
・
「
ま
ず
日
本
仏
教
徒
自
か

ら
姿
勢
を
正
し
、
海
外
に
日
本
仏
教
を
広
め
よ

う
」
な
ど
海
外
交
流
促
進
の
討
議
が
さ
れ
、
特

に
東
南
ア
ジ
ア
と
親
交
の
深
い
I
B
E
C
・
回

議
理
事
長
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ
と
の
交
流
の
現
況

を
基
と
し
て
「
東
南
ア
ジ
ア
仏
教
国
で
は
、
交

流
の
意
志
は
充
分
あ
る
」
と
経
験
を
ふ
ま
え
て

提
示
し
た
。

　
　
ア
ジ
ア
の
現
況
と
仏
教
徒
の
使
命

　
次
に
、
③
「
ア
ジ
ア
の
現
況
と
仏
教
徒
の
使

命
」
で
は
、
「
東
洋
思
想
、
特
に
仏
教
へ
の
関

心
は
非
常
に
高
い
」
・
「
物
心
一
如
の
思
想
を

打
ち
だ
す
べ
き
だ
」
・
「
ま
だ
戦
争
終
結
せ
ず

の
感
が
強
い
。
ア
ジ
ア
の
現
況
を
よ
く
知
る
べ

き
だ
」
・
「
社
会
主
義
国
の
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
な
ど
と
の
交
流
は
ど
う
す
る
の
か
」
な
ど

ア
ジ
ア
の
現
況
に
日
本
の
と
る
姿
勢
が
討
議
さ

れ
た
。

　
最
後
に
宮
本
議
長
が
総
括
し
て
「
①
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
・
学
会
な
ど
総
合
的
研
究
の
場
を
設
置

一4一
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す
る
。
②
仏
教
徒
が
行
動
・
実
践
を
行
う
目
標

・
方
法
を
掲
げ
る
“
仏
教
徒
憲
章
”
を
つ
く
り

世
界
平
和
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
③
国
連
お
よ
び

世
界
各
国
団
体
に
P
R
す
る
た
め
の
資
料
を
整

る
。
④
世
界
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
釈
尊

の
教
え
を
生
か
し
、
創
造
へ
の
努
力
を
し
実
践

す
る
一
と
ま
と
め
、
明
年
の
W
F
B
日
本
大

会
へ
、
具
体
的
に
四
つ
の
提
言
を
示
し
た
。

閉
会
式
の
あ
と
、
同
会
場
で
懇
親
会
が
も
た

れ
、
W
F
B
日
本
大
会
事
務
局
・
麻
布
照
海
総

局
長
が
挨
拶
、
明
年
の
大
会
へ
む
け
て
の
色
々

な
懇
談
が
な
さ
れ
閉
会
し
た
。

　
　
　
出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
佐
々
木
教
悟
（
大
谷
大
）
山
崎
昭
見
（
竜
虎

灘

醗
鐸
鰍
、

ぎ
轟
、
、

参
加
者
一
同
打
ち
そ
ろ
っ
て
記
念
撮
影

響
灘
鞭

大
）
勝
又
俊
教
、
塩
入
亮
達
、
中
村
康
隆
、
斉

藤
昭
俊
（
以
上
大
正
大
）
佐
伯
真
光
（
相
模
工

大
）
栗
田
伸
美
、
鎌
原
佑
元
（
以
上
曹
洞
宗
）

加
藤
義
昭
（
智
山
派
）
鴨
志
田
秀
純
、
加
藤
精

一
（
以
上
豊
山
派
）
山
田
光
成
（
日
本
信
販
会

長
）
麻
布
照
海
、
若
林
隆
光
、
白
川
良
純
（
以

上
W
F
B
関
係
）
中
根
専
正
、
門
屋
大
寿
、
井

上
日
宏
（
以
上
文
化
専
門
委
）
宮
本
正
尊
、
西

義
雄
、
雲
井
昭
善
、
藤
吉
慈
海
、
真
渓
義
貫
、

麻
尼
清
之
（
以
上
運
営
委
員
）
鄭
学
権
（
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
）

世
界
仏
教
徒
会
議
へ

四
提
案
を
打
ち
出
す

　
「
仏
教
徒
は
現
代
に
何
を
な
す
べ
き
か
一

世
界
仏
教
徒
会
議
へ
の
提
言
」
を
テ
ー
マ
に
、

第
十
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
（
全
日
本
仏
教
会

国
際
仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー
主
催
）
が
、
二
十
五

日
、
東
京
・
芝
の
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
た
。
来
年
十
月
日
本
で
三
十
四
か
国
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
る
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒

会
議
（
W
F
B
）
日
本
大
会
に
対
応
す
る
た
め

「
仏
教
徒
の
指
向
す
る
未
来
社
会
」
「
世
界
仏

教
徒
の
連
絡
と
提
携
の
強
化
策
」
　
「
ア
ジ
ア
の

現
状
と
仏
教
徒
の
使
命
」
の
三
つ
の
研
究
事
項

を
め
ぐ
っ
て
、
雲
井
昭
善
大
谷
大
教
授
、
佐
伯

真
光
相
模
工
大
教
授
な
ど
仏
教
学
者
、
宗
派
の

教
化
者
代
表
二
十
八
人
が
討
議
し
た
。

　
数
々
の
提
言
が
な
さ
れ
、
「
南
方
仏
教
は
積

極
的
に
民
衆
の
中
に
入
っ
て
伝
道
し
て
い
る
し

西
ド
イ
ツ
に
も
資
金
を
集
め
て
僧
を
派
遣
し
て

い
る
。
日
本
で
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
基
金

づ
く
り
の
運
動
が
あ
る
が
、
他
の
教
団
も
世
界

仏
教
徒
の
た
め
に
伝
道
し
、
さ
ら
に
行
き
づ
ま

っ
た
欧
米
文
化
の
危
機
を
突
破
す
る
糸
口
と
な

れ
」
「
三
十
三
回
忌
で
戦
争
を
忘
れ
る
べ
き
で

読売新聞

報　　道

は
な
い
。
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
み
れ
ば
、
い
ま
栄

え
て
い
る
の
は
悪
い
こ
と
を
し
た
迎
鐘
と
い
う

気
持
ち
が
あ
る
。
日
本
の
仏
教
徒
は
深
く
反
省

す
べ
き
だ
」
「
世
界
仏
教
徒
と
本
格
的
に
提
携

す
る
つ
も
り
な
ら
、
玉
壷
や
北
朝
鮮
な
ど
の
参

加
も
念
願
し
て
い
る
こ
と
を
大
会
で
表
明
す
べ

き
だ
」
と
い
っ
た
意
見
が
目
だ
っ
た
。

　
最
後
に
、
宮
本
正
尊
東
大
名
誉
教
授
（
同
会

議
議
長
）
が
、
会
議
を
総
括
し
て
①
具
体
的
テ

ー
マ
を
研
究
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
研
究
会
、

学
会
を
開
催
、
実
践
者
の
総
合
的
会
合
の
場
を

も
つ
よ
う
に
す
る
②
仏
教
徒
が
、
行
動
、
実
践

す
る
目
標
、
方
法
を
掲
げ
る
仏
教
徒
憲
章
を
つ

く
る
③
全
日
仏
加
盟
教
団
は
、
国
連
お
よ
び
世

界
に
P
R
で
き
る
内
容
を
も
り
込
ん
だ
資
料
を

つ
く
る
④
世
界
文
化
と
仏
教
と
の
交
流
を
深
め

釈
尊
が
体
得
し
て
説
か
れ
た
思
想
、
生
活
と
宗

教
（
禅
と
念
仏
）
の
三
つ
を
主
体
的
に
実
践
し

よ
う
、
と
述
べ
た
。
四
つ
の
提
言
は
、
W
F
B

日
本
大
会
に
と
っ
て
必
要
な
最
低
条
件
で
あ
ろ

う
。　
　
　
（
八
月
三
十
日
付
、
読
売
新
聞
夕
刊
）

、

ト
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地
域
に
根
を
下
し
た
布
教
活
動

お
経
を
習
お
う
運
動

岐
阜
県
仏
で
十
周
年
大
会

　
地
域
に
根
を
お
ろ
し
た
布
教
活
動
を
展
開
す

る
岐
阜
県
仏
教
会
（
大
石
好
文
会
長
）
で
は
、

八
月
二
十
三
日
午
後
一
時
よ
り
、
岐
阜
市
民
会

館
に
二
千
人
が
参
加
し
『
“
み
ん
な
で
お
経
を

習
い
ま
し
ょ
う
”
十
周
年
記
念
大
会
』
を
開
催

し
た
。

　
こ
の
“
お
経
を
習
お
う
運
動
”
は
、
第
十
五

回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
岐
阜
大
会
の
時
に
提
唱

さ
れ
、
岐
阜
県
仏
、
市
長
、
檀
信
徒
会
が
「
祖

先
を
敬
い
、
父
、
母
を
大
切
に
し
、
幸
わ
せ
な

家
庭
を
き
ず
く
た
め
に
み
ん
な
で
お
経
を
習
い

二
十
三
回
を
迎
え
た

長
野
県
仏
教
徒
会
議

「
松
本
大
会
」
ひ
ら
く

　
長
野
県
仏
教
徒
会
議
は
回
を
重
ね
て
二
十
三

回
目
。
今
年
は
「
松
本
大
会
」
と
称
し
“
信
心

の
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う
”
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
、

九
月
十
三
日
午
前
十
時
よ
り
、
松
本
市
浅
間
温

泉
の
社
会
文
化
会
館
に
お
い
て
、
長
野
県
仏
教

会
と
地
元
の
信
濃
中
央
仏
教
会
の
主
催
で
開
催

ま
し
ょ
う
」
と
広
く
県
下
に
呼
び
か
け
、
毎
年

一
万
人
の
参
加
が
あ
る
ほ
ど
、
岐
阜
県
下
に
浸

透
し
、
布
教
の
実
を
あ
げ
て
い
る
。

　
大
会
当
日
は
、
参
加
者
全
員
で
読
請
唱
和
の

あ
と
　
臨
済
宗
妙
心
寺
派
・
梶
浦
逸
外
管
長
が

「
岐
阜
県
の
街
々
に
お
経
の
声
を
広
め
よ
う
」

と
法
話
、
「
運
動
に
参
加
し
て
」
の
作
文
発
表

な
ど
が
行
な
わ
れ
た
。
最
後
に
「
お
経
を
習
う

こ
と
に
よ
り
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
め
ぎ
し

て
い
き
た
い
」
と
大
石
会
長
が
挨
拶
し
閉
会
し

た
。さ

れ
た
。

　
開
会
式
で
は
、
新
し
く
会
長
と
な
っ
た
三
浦

義
薫
会
長
の
大
導
師
で
先
師
法
要
の
あ
と
、
武

田
亨
全
大
会
委
員
長
（
信
濃
中
央
仏
会
長
）
が

挨
拶
。
つ
づ
い
て
議
事
に
入
り
、
①
日
常
生
活

に
仏
教
を
生
か
そ
う
。
②
若
人
の
心
に
仏
教
を

の
二
議
案
を
審
議
し
た
。

　
こ
の
あ
と
薬
師
寺
の
高
田
好
胤
管
長
が
「
日

本
人
ら
し
く
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を
行
な

い
、
大
会
宣
言
の
発
表
、
次
回
開
催
地
挨
拶
で

閉
会
し
た
。

全日仏青、埼玉結集

6日に浦和プラザホテル

金岡秀友教授が講演

青
は
、
八
月
二
十
六
日
午
後
二
時
半
よ
り
、

和
市
・
埼
仏
会
館
に
お
い
て
常
務
理
事
・
理
事

会
を
開
催
し
、
理
事
長
挨
拶
、
事
務
局
長
議
案

説
明
の
あ
と
審
議
に
入
っ
た
。

　
一
、
全
日
仏
青
結
集
の
件

　
ほ
ぼ
事
務
局
案
が
承
認
さ
れ
、
最
終
実
施
方

に
関
し
て
は
事
務
局
一
任
と
な
っ
た
。
　
（
別
項

参
照
）

　
二
、
全
霊
埼
玉
大
会
の
件

　
第
二
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
埼
玉
大
会

の
青
年
部
会
は
、
部
会
長
に
平
原
理
事
長
、
副

部
会
長
に
雲
井
副
会
長
が
、
全
日
仏
よ
り
委
嘱

を
受
け
部
会
を
遂
行
す
る
。
各
団
よ
り
参
加
を

い
た
だ
く
が
、
特
に
思
置
指
導
者
養
成
を
考
慮

し
若
手
の
参
加
を
促
進
す
る
。

　
三
、
そ
の
他
－

　
W
F
B
Y
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
回
W
F
B

日
本
大
会
に
青
年
部
会
を
開
く
よ
う
依
頼
が
あ

　
新
生
の
全
日

本
仏
教
青
年
会

（
全
日
仏
青
）

は
、
平
原
理
事

長
、
鈴
木
事
務

局
長
ら
の
尽
力

で
着
々
と
そ
の

体
制
を
整
え
、

金
沢
市
仏
工
に

つ
づ
き
長
野
県

仏
青
が
正
式
加

盟
、
こ
れ
で
十

九
団
体
と
な
り

盛
り
上
り
を
見

せ
て
い
る
。

　
そ
の
全
日
仏

　
　
　
　
　
浦

つ
た
。
ま
た
W
F
B
Y
事
務
局
設
置
の
要
請
も

あ
り
、
全
日
仏
の
指
示
を
ま
っ
て
検
討
す
る
。

　
　
全
日
本
仏
教
一
年
埼
玉
結
集

土場日
晒
講

演所時

意
見
発
表

十
月
六
日
午
後
二
時

浦
和
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

「
現
代
社
会
に
仏
教
青
年
は
何
を

な
す
べ
き
か
」
　
金
岡
秀
友
教
授

「
仏
青
活
動
の
現
状
と
今
後
の
あ

り
方
」

宗
教
教
講
師
の
表
彰
式

　
八
月
三
十
日
よ
り
九
月
一
日
の
三
日
間
、
法

務
省
第
一
別
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
十
二
回
教

講
師
中
央
研
修
会
が
全
国
教
講
師
連
盟
主
催
で

開
催
さ
れ
、
最
終
日
の
九
月
一
日
の
式
典
に
お

い
て
宗
教
教
講
師
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
た
。

　
全
日
仏
関
係
の
法
務
大
臣
感
謝
状
並
び
に
記

念
品
受
彰
者
は
次
の
方
々
で
あ
る
。

　
松
村
寿
顕
（
日
蓮
宗
）
、
丸
山
義
淳
（
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
）
、
塚
本
文
繭
（
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
）
、
林
　
勝
臣
（
真
宗
大
谷
派
）
、
北

畠
顕
三
（
大
谷
派
）
、
楠
　
昭
雄
（
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
）
、
松
間
仁
（
真
宗
大
谷
派
）
、

秋
永
智
徳
（
日
蓮
宗
）
、
小
野
田
章
神
（
真
言

宗
豊
山
派
）
、
平
岡
隆
然
（
浄
土
宗
）

　
な
お
日
本
宗
教
連
盟
（
理
事
長
品
田
聖
平

氏
）
よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
を
受
彰
さ
れ
た
全

日
仏
関
係
の
方
々
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
谷
川
徹
禅
（
曹
洞
宗
）
、
尾
崎
利
生
（
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
）
、
宇
佐
見
固
練
（
浄
土
宗
）

中
村
正
彦
（
日
蓮
宗
）
、
菊
地
了
俊
（
真
宗

大
谷
派
）
、
内
平
義
雄
（
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
）

剛
6
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…
埼
玉
県
佛
教
会
…

　
社
団
法
人
「
埼
玉
自
彊
会
」
　
（
更
生
保
護

事
業
施
設
）
の
大
正
六
年
項
の
通
常
総
会
が

県
庁
う
ら
の
赤
十
字
社
講
堂
で
開
か
れ
た
と

き
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
岡
田
知
事
が
、

祝
辞
の
あ
と
で
「
坊
さ
ん
は
説
教
の
あ
と
さ

て
と
い
う
」
と
い
う
川
柳
を
だ
し
て
、
遠
出

（
や
ゆ
）
し
た
と
い
う
。
葬
式
ば
か
り
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
寄
進
あ
つ
め
に
余
念
が

　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
と
皮
肉
っ
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
憤
激

創
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
創
立
時
は
、
北
足
立
郡
六
辻
村
（
今
は
浦

和
市
内
）
の
真
言
宗
豊
山
派
真
福
寺
を
収
容

所
と
し
て
、
埼
玉
県
慈
善
会
保
護
院
と
称
し

て
い
た
。
の
ち
に
浦
和
市
高
砂
町
四
丁
目
百

四
十
五
番
地
に
土
地
四
百
六
十
坪
を
購
入
し

更
生
寮
（
四
軒
長
屋
）
な
ら
び
に
事
務
所
・

講
堂
・
食
堂
な
ど
の
瓦
葺
き
木
造
二
階
建
て

の
立
派
な
施
設
が
で
き
、
県
下
各
宗
二
千
有

余
力
寺
の
住
職
を
会
員
と
す
る
社
団
細
入
に

改
組
し
た
の
が
、
明
治
二
十
四
年
九
月
で
あ

る
。
名
称
は
「
自
彊
窒
息
」
（
易
経
）
か
ら

と
っ
て
「
埼
玉
自
彊
会
」
と
名
づ
け
ら
れ

仏
教
運
動
の
拠
点
、
埼
仏
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
「
埼
玉
自
彊
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
役
員
の
有
志
が
、
浦
和

　
　
　
　
　
　
　
　
の
玉
蔵
院
に
集
ま
っ
て

協
議
し
準
備
を
と
と
の
え
て
、
埼
玉
県
佛
教

聯
合
会
を
発
足
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
　
（
木
村
秀
雄
師
談
）

　
〈
八
十
余
年
前
に
更
生
施
設
〉

　
社
団
法
人
「
埼
玉
自
彊
会
」
と
い
う
の
は

八
十
余
年
前
の
明
治
二
十
三
年
一
月
と
き

の
県
会
議
長
大
島
寛
爾
氏
を
中
心
に
、
豊
多

摩
刑
務
所
浦
和
支
所
の
宗
教
心
講
と
免
囚
保

護
を
担
当
し
て
い
た
寺
院
有
志
が
発
起
人
と

な
り
、
県
下
の
各
宗
寺
院
へ
よ
び
か
け
て
、

更
生
保
護
施
設
解
散
の
跡
に
建
設

た
。
全
国
的
な
視
野
で
い
う
と
創
立
は
全
国

第
三
位
で
あ
り
、
社
団
法
人
化
は
全
国
最
初

で
あ
る
。

　
「
埼
玉
県
佛
教
聯
合
会
」
は
、
こ
う
し
た

下
地
が
あ
っ
た
の
で
、
な
ん
な
く
す
べ
り
だ

し
た
と
思
わ
れ
る
。
事
務
所
も
自
彊
会
の
事

務
所
に
同
居
さ
せ
て
事
務
員
も
兼
務
で
、
こ

と
た
り
た
訳
で
あ
る
。
各
氏
寺
院
の
連
合
で

あ
る
か
ら
、
毎
年
度
の
会
費
も
、
自
彊
会
費

・
佛
教
会
費
を
あ
わ
せ
て
県
内
各
宗
派
の
組

織
を
通
じ
て
宗
廟
と
と
も
に
集
め
て
い
た
。

　
〈
昭
和
十
三
年
に
不
幸
全
焼
〉

　
「
埼
玉
県
葺
合
会
」
の
基
礎
を
か
た
め
事

業
を
活
発
化
す
る
た
め
に
、
昭
和
十
二
年
頃

に
財
団
法
人
化
が
進
め
ら
れ
、
資
金
集
め
が

始
め
ら
れ
た
（
勧
募
芽
名
簿
が
現
存
）
が
、

翌
十
三
年
に
「
埼
玉
自
彊
会
」
が
、
不
幸
、

出
火
し
て
事
務
所
・
講
堂
・
食
堂
を
全
焼
し

た
た
め
に
　
こ
の
資
金
は
自
彊
会
の
再
建
費

に
ま
わ
さ
れ
た
。

　
自
彊
会
の
再
建
は
、
東
京
の
財
団
法
人

「
原
田
積
善
会
」
の
絶
大
な
協
力
を
え
て
、

そ
の
建
物
を
寄
付
さ
れ
、
東
京
か
ら
浦
和
へ

移
築
さ
れ
た
。
面
目
一
新
、
更
に
昭
和
三
十

年
、
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
改
築

を
行
い
、
木
工
所
を
た
て
て
三
十
人
収
容
の

　
　
　
　
更
生
保
護
事
業
施
設
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
し
か
し
、
県
庁
の
す
ぐ
南
に
あ

　
　
　
　
つ
た
浦
和
刑
務
所
が
、
昭
和
四
十

　
　
　
　
四
年
十
一
月
に
廃
止
さ
れ
た
の
を

　
　
　
　
機
に
、
社
団
法
人
「
埼
玉
自
彊

　
　
　
　
会
」
も
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
、

清
算
の
結
果
、
残
余
財
産
で
あ
る
土
地
・
建

物
が
、
そ
の
ま
ま
そ
っ
く
り
、
財
団
法
人
埼

玉
県
佛
教
会
に
寄
付
さ
れ
た
。
　
（
埼
玉
県
佛

教
会
は
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
に
財
団
法
人

に
な
っ
て
い
る
）

佛
教
南
宗
寺
院
が
、
力
を
合
わ
せ
て
自
彊
会

を
八
十
年
間
、
守
り
と
お
し
、
更
生
保
護
に

尽
し
た
廉
（
か
ど
）
を
も
っ
て
、
不
動
産
を

寄
付
さ
れ
、
地
主
に
な
っ
た
が
、
宝
の
も
ち

腐
れ
で
は
申
訳
な
い
の
で
、
活
用
す
る
た
め

に
「
埼
佛
会
館
」
が
で
き
あ
が
っ
た
。

　
〈
四
十
九
年
の
夏
に
完
成
〉

　
敗
戦
後
か
ら
昭
和
四
十
七
年
三
月
ま
で
、

蒼
一
”
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一
一
￥
蓼
轟
轟
三
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三
聾
ワ
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置
響
轟
￥
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⑰
茎
￥
導
登
轟
茎
ロ
三
》
轟
茎
茎
一
三
り
鑓
塞
”
ー
ー
峯
一
￥

十
三
期
二
十
六
年
聞
も
埼
玉
県
佛
教
会
長
で

あ
っ
た
倉
持
秀
峰
師
の
発
想
の
も
と
に
、
日

本
住
宅
公
団
や
埼
玉
県
住
宅
供
給
公
社
と
、

下
駄
ば
き
ア
パ
ー
ト
や
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
案
が
練
ら
れ
た
が
、
最
終

的
に
は
、
佛
教
会
と
し
て
必
要
な
限
度
で
、

自
力
に
よ
る
会
館
建
設
と
い
う
こ
と
に
き
ま

ま
り
、
会
員
で
あ
る
県
内
寺
院
か
ら
一
口
一

万
円
を
、
一
口
以
上
三
口
を
基
準
に
、
六
十

支
部
に
募
金
割
当
を
し
、
そ
の
ほ
か
に
篤
志

寄
付
に
も
力
を
入
れ
、
七
千
万
円
の
募
金
に

成
功
し
て
、
昭
和
四
十
九
年
八
月
に
完
成
し

た
訳
で
あ
る
。

　
埼
佛
会
館
は

構
造
鉄
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建

延
面
積
　
五
一
九
平
方
鵬
（
一
五
七
坪
）

一
階
　
四
室
貸
事
務
所
、
一
室
六
〇
平
方
篇

二
階
　
四
室
、
事
務
所
と
会
議
室

と
な
っ
て
お
り
、
事
務
所
は
埼
玉
県
佛
教
会

・
埼
玉
県
佛
教
保
育
協
会
・
埼
玉
県
寺
院
共

済
組
合
・
埼
玉
県
青
少
年
教
化
協
議
会
・
埼

玉
県
仏
教
青
年
会
・
埼
玉
県
宗
教
連
盟
の
各

事
務
局
が
お
い
て
あ
る
。

　
全
一
佛
教
連
動
の
拠
点
と
し
て
、
現
在
、

毎
月
一
回
、
新
佛
教
講
座
ま
た
は
預
証
教
婦

入
講
座
、
お
よ
び
写
経
会
が
開
か
れ
て
い

る
。
　
第
二
十
五
回
全
等
大
会
を
終
え
て
、
全
一

佛
教
運
動
の
具
体
化
が
検
討
さ
れ
、
推
進
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
之
内
真
鯖
）
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台
湾
仏
教
会
の
代
表

　
釈
星
雲
氏
ら
が
来
日

　
　
　
　
　
　
　
　
！
各
本
山
を
巡
拝

　
釈
星
雲
、
釈
聖
印
、
釈
浄
心
、
翁
茄
冬
、
釈

慈
恵
氏
ら
台
湾
仏
教
会
の
代
表
五
人
が
、
九
月

四
日
午
後
四
時
、
羽
田
着
で
来
日
し
た
。

　
一
行
は
仏
教
友
好
親
善
の
促
進
を
目
的
と
し

て
来
日
、
東
京
で
は
増
上
寺
　
浅
草
寺
、
護
国

寺
、
池
上
本
門
寺
、
鶴
見
総
持
寺
な
ど
を
訪
問

し
、
参
拝
夢
々
関
係
者
と
懇
談
し
た
。
九
月
五

日
は
午
後
六
時
か
ら
、
全
日
仏
主
催
の
歓
迎
夕

食
会
（
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）
、
翌
六
日
に

は
台
湾
仏
教
会
主
催
の
夕
食
会
（
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
パ
ン
）
が
開
か
れ
友
好
を
深
め
た
。

　
一
行
は
そ
の
後
、
永
平
寺
を
か
わ
き
り
に
、

京
都
・
大
阪
な
ど
の
各
山
を
巡
拝
、
十
六
日
に

帰
途
に
つ
い
た
。

　
　
◇
掲
◇
示
◇
板
◇

▼
曹
洞
宗
大
本
山
・
総
持
寺
で
は
、
岩
本
勝
俊

貫
首
の
御
還
董
、
乙
川
瑳
映
新
年
相
の
御
入
山

式
礼
を
左
記
に
よ
り
執
行
す
る
。

　
十
月
十
五
日
午
前
十
一
時
よ
り
退
引
式
礼

　
十
月
二
十
一
日
午
前
十
一
時
よ
り
入
山
式
礼

▼
真
言
宗
御
室
派
管
長
、
総
本
山
仁
和
寺
門
跡

の
小
田
慈
舟
大
僧
正
の
晋
山
式
は
　
十
月
十
八

日
午
前
十
一
時
よ
り
仁
和
寺
で
執
行
す
る
。

　
…
W
F
B
事
務
局
録
事
（
九
月
）
…

　
　
五
日
仏
教
英
語
研
究
会

　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
二
年
十
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　
九
月
号
第
二
三
二
号

　
九
日
　
第
三
勧
募
委
員
会

　
十
日
会
議
・
接
待
委
員
会

十
三
日
　
第
一
・
二
勧
募
委
員
会

十
九
日
　
局
内
会
議

蒙
継
総
厭
鍮
契
薙
楼
…

　
　
一
日

　
　
五
日

　
　
八
日

　
　
九
日

　
十
三
日

　
十
六
日

　
十
七
日

　
十
九
日

二
十
六
日

都
秋
季
慰
霊
法
要
参
列

台
湾
仏
教
会
来
日
歓
迎
会

仏
教
訪
欧
団
出
発

善
光
寺
晋
山
式
出
席

長
野
県
仏
教
徒
会
議
出
席

．
第
二
十
五
回
埼
玉
大
会
監
事
会

仏
教
訪
欧
三
帰
国

局
内
会
議

日
記
連
理
事
会

・
～
鴨
＝
≡
｝
＝
＝
≡
口
・
ζ
≡
＝
、
ノ
』
＝
寒
・
’
と
≡
∈
～
職
≡
壱
～
職
旨
軋
き
・
’
二
隅
・

　
昭
和
5
3
年
版

　　

@「

S
仏
手
帳
」

刷
　
　
　
申
し
込
み
受
け
付
け
中

…　

l
仏
総
務
局
で
は
、

…
に
限
り
が
O
ぎ
い
ま
す
の
で
、

川
お
早
め
に
。

甲
内
容

　
サ
イ
ズ

川
定
価

配
出
来
日

㎞
申
込
先

　
　
　
　
　
　
　
　
左
記
要
領
に
て

「
全
仏
手
帳
」
を
発
行
致
し
ま
す
。
部
数
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
注
文
は
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鏸
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＝
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一
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＝
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「
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＝
＝
一
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8
謂
「
職
＝
＝
一
三
「
＝
一
＝
一
．
幽

門
M
　
醐
正
浩
発
行
所
財
団
法
人

三
帰
依
文
、
四
弘
誓
願
、
宗
門
㎜

聖
日
、
加
盟
団
体
役
員
住
所
録
M

」
　
　
」
”

大本山川崎大師平間軽

羅創八百五十雛祭
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落成吉野大法要修行
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日
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口
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和
山
昭
大

囹奉祝月間（11月中）

　寺宝展、華道展、菊花展

　呈茶席、俳句募集、写真

　コンクール、他

電話　044（266）3420

全
日
本
仏
教
会

東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
ノ
五
ノ
五
（
東
京
本
願
寺
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
～

一8一

　　　　声，　　　「
．P　　　　　　A

卜一幽　一　マ
阜、　、w一難三＝㎎甲？写　ぐ7　　二」．　｝－　」

鷲ゼ　　　　　　．　　一　　　　　圏‘，　　　　？・　剰冨　　　’　　よト「　　一　’’｛

’
π
9
・


